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１ 策定体制

（１）策定体制図



分野・所属・肩書等 氏 名

一
般
公
募

一般市民 西 本 隆 行

一般市民 柴 山 峰 明

一般市民 片 山 正 和

一般市民 植 田 登 志 子

一般市民 永 田 雄 大

各
分
野

移住者・デザイナー 河 合 秀 尚

移住者・やきもの 加 藤 明 夏

移住者・ヨガインストラクター 伊 藤 利 栄 子

商工業 村 田 一 夫

建設業 佐 藤 直 志

起業家・植物療法士 村 田 美 沙

商工会議所青年部 村 田 一 輝

福祉・医療・介護 渡 邉 和 子

農業 酒 井 良 子

情報・メディア 富 田 好

空港関連 早 川 莉 奈

空港関連 浅 田 久 美 子

空港関連 原 慎 一

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

福祉教育部会長（市福祉課長） 吉 川 和 彦

福祉教育部会副部会長（市学校教育課長） 竹 内 孝 光

建設経済部会長（市都市計画課長） 山 本 雅 和

建設経済部会副部会長（市商工観光課長） 安 藤 麻 美

総務企画部会長（市総務課長） 安 藤 哲 成

総務企画部会副部会長（市安全協働課長） 齋 田 充 弘
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（２）参画いただいた皆さま（敬称略）

■ まちづくり市民ワークショップ ■ 各種団体ヒアリング

■ まちづくり中学生ワークショップ

中学校名 学 年 氏 名

青海中学校

３ 年 山 下 龍 之 助

３ 年 濵 島 春 匡

３ 年 富 田 莉 央

３ 年 岡 田 明 珠

鬼崎中学校

３ 年 倉 田 隆 希

３ 年 橋 本 和 奏

３ 年 橋 本 隼 一

３ 年 村 林 摩 耶

常滑中学校

３ 年 安 井 心 優

３ 年 渡 邉 湖 心

３ 年 水 野 う た

３ 年 村 上 美 幸

南陵中学校

３ 年 鈴 木 百 華

３ 年 蟹 江 涼 介

３ 年 吉 野 遙 人

３ 年 鈴 木 光 琳

団体名 分 野

とこなめ子育て支援協議会 子ども(子育て)

常滑市民生児童委員 福祉

常滑市老人クラブ連合会 福祉(老人)

常滑市手をつなぐ親の会 福祉(知的障がい者)

常滑市身体障害者福祉協会 福祉(身体障がい者)

公益社団法人シルバー人材センター 福祉(高齢者雇用)

常滑市社会福祉協議会 福祉・保健

とこなめ北・中部高齢者相談支援センター 福祉

とこなめ南部高齢者相談支援センター 福祉

常滑市食生活改善協議会 保健

常滑市文化協会 文化

常滑市体育協会 体育

一般社団法人とこなめ観光協会 観光

常滑商工会議所 商工業

とこなめ焼協同組合 やきもの

常滑陶磁器卸商業協同組合 やきもの

中部臨空都市まちづくり協議会 中部臨空都市

常滑青年会議所 青年

あいち知多農業協同組合 農業

常滑市水産振興会 水産業

５３０とこなめ ごみ減量、環境

常滑市防災ボランティアリーダー会 防災

常滑市子どもを守る会連絡協議会 子ども(交通安全)

男女共同参画ネットとこなめ 女性

常滑国際交流協会 国際交流

常滑市ボランティア連絡協議会 地域

中部国際空港株式会社 空港

知多半島ケーブルネットワーク株式会社 情報・広報・地域

団体、所属等 氏 名

常滑商工会議所 竹 内 照 貴

あいち知多農業協同組合 榎 本 隆 男

常滑市水産振興会 平 野 正 樹

とこなめ焼協同組合 鯉 江 優 次

常滑陶磁器卸商業協同組合 山 田 雅 子

一般社団法人とこなめ観光協会 田 口 裕 美 佳

中部国際空港株式会社 渡 辺 吉 章

三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング㈱ 永 柳 宏

日本労働組合総連合会愛知県連合会知多地域協議会 江 本 朋 広

知多半島ケーブルネットワーク㈱ 冨 田 博 夫

社会福祉法人 知多学園 後 藤 春 子

常滑市社会福祉協議会 桜 庭 幸 恵

常滑市金融協会 平 野 香 緒 里

常滑市小中学校ＰＴＡ連絡協議会 川 﨑 理 江

中京大学 教養教育研究院 久 野 弘 幸

■ まち・ひと・しごと創生総合戦略推進会議
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２ 策定過程

市議会説明

庁 内

総合計画策定委員会

委員会※ 部 会

令
和
元
年
度

４
月

７
月

10
月

１
月

令
和
２
年
度

４
月

７
月

10
月

１
月

令
和
３
年
度

４
月

７
月

10
月

１
月

令
和
４
年
度

４
月

2/25 計画の策定に関する基本方針について
（協議会）

5/28 第５次総合計画の点検評価・市民ア
ンケート調査結果について （協議会）

7/28 第６次総合計画の策定延期について
（協議会）

2/24 第６次総合計画の策定スケジュール
について （協議会）

7/27 まちづくり市民ワークショップの
開催結果等について （協議会）

9/29 基本構想（素案）について
（審査特別委員会）

10/26 基本計画・総合戦略（素案）について
（審査特別委員会）

11/17～11/19 総合計画（素案）について
（審査特別委員会分科会）

1/25 総合計画（素案）修正版、実行計画
・行財政改革（素案）について

（審査特別委員会）

1/14  第１回

1/28  第２回

4/28  第３回

7/7   第４回

7/6   第５回

8/27  第６回

9/7   第７回

11/9  第10回

10/15 第９回

10/12 第８回

12/28 第11回

3/1   第12回

1/28  第１回

4/21  第２回

7/7   第３回

6/29  第４回

8/17  第５回

9/24  第６回
※書面開催

10/5  第７回

12/22 第８回

3/24 基本構想の議決 （定例会）

第６次総合計画に基づく市政運営スタート

※行政改革推進本部、まち・ひと・しごと創生総合戦略推進本部を含む

11/27 次期総合計画の策定について
（協議会）

3/2 基本構想の策定について上程（定例会）

3/11 基本構想について審査 （定例会）

3/11 基本計画・総合戦略（案）、実行計画
・行財政改革（案）について審査

（定例会）
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庁 内 主な市民参画の取組

若手職員 基礎調査 ワークショップ
子育て世代

空港関連従業員
高校生

意見募集
まち・ひと・しごと
創生総合戦略

推進会議

4/30  全体会

デジタル化に関す
るワークショップ

（全３回）
5/28
6/16
7/14

市民アンケート
調査

1/30～2/20

各種団体
ヒアリング
5/11～6/19

市民
ワークショップ

（全３回）
4/17
5/15
6/12

中学生
ワークショップ

8/2

・子育て世代
インタビュー

・空港関連従業員
アンケート

・高校生
アンケート
（５～６月）

随
時
意
見
募
集

（令
和
２
年
４
月
～
令
和
３
年
６
月
）

11/25～12/17 パブリックコメント

「とことん住みたい 世界とつながる 魅力創造都市」を目指して

8/5 第１回

10/4 第２回

1/19 第３回
※書面開催
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３ 用語解説

用 語 解 説

ICT Information and Communication Technologyの略。情報（Information）や通信
（Communication）に関する技術の総称。

インバウンド 外国人が日本を訪れる旅行のこと。または、外国人旅行者を誘致すること。

ＡＩ（人工知能） Artificial Intelligenceの略。人間が知能を使ってすることをコンピュータにさせ
ようとする試み、または、その技術。

SNS（ソーシャルネット
ワーキングサービス）

Social Networking Serviceの略。インターネットを通じて趣味・趣向の近い人たち
とコミュニケーションを取ったり、人間関係を構築することのできるスマートフォ
ン・パソコン用のWebサービスのこと。

オープンデータ 機械判読に適したデータ形式で、二次利用が可能な利用ルールにより公開されたデー
タのこと。人手を多くかけずにデータの二次利用を可能とする。

温室効果ガス 大気中に存在する、地表から放射された赤外線の一部を吸収することにより、温室効
果をもたらす気体の総称。二酸化炭素、メタン、一酸化二窒素等がある。

あ行

用 語 解 説

かかりつけ医 日頃から患者の体質や病歴、健康状態を把握し、診療行為のほか健康管理上のアドバ
イスなどもしてくれる身近な医師のことを指し、初期医療の機関として利用すること
が多い。

カーボンニュートラル
（脱炭素社会）

二酸化炭素の排出と吸収がプラスマイナスゼロになるエネルギー利用のあり方や
システム。

GIGAスクール構想 児童・生徒に１人１台の学習用ＰＣ端末と高速大容量の通信ネットワークを一体的に
整備する国の施策のこと。

KPI（重要業績評価指
標）

Key Performance Indicatorの略。事業ごとの進捗状況を検証するために設定する指
標のこと。

健康寿命 健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間のこと。

国家戦略特区 成長戦略の実現に必要な、大胆な規制・制度改革を実行し、「世界で一番ビジネスが
しやすい環境」を創出することを目的に、国が2013(平成25)年に創設した制度。

コミュニティ・スクー
ル

教育行政が自らの所管の公立学校の運営や改革について手が回らないところを、地域
住民に積極的に関わってもらい運営の一部を任せる形態の学校のこと。

か行

用 語 解 説

再生可能エネルギー 太陽光や太陽熱、水力、風力、バイオマス、地熱など、資源が枯渇せず比較的短時
間に再生が可能なエネルギー。

ジェンダー 生物学的な性別に対して、社会的・文化的につくられる性別のこと。

実質赤字比率 福祉、教育、まちづくりなどを行う地方公共団体の一般会計などの赤字の程度を指標
化し、財政運営の深刻度を示すもの。

実質公債費比率 借入金の返済額及びこれに準ずる額の大きさを指標化し、資金繰りの危険度を示すも
の。

シビックプライド 都市に対する市民の誇りを高めて、地元に貢献する行動を育むこと。

将来負担比率 地方公共団体の借入金(地方債)や将来支払う可能性のある負担金など、長期債務の残
高の程度を指標化し、将来財政を圧迫する可能性が高いかどうかを示すもの。

さ行
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用 語 解 説

食育 国民一人ひとりが、生涯を通じた健全な食生活の実現、食文化の継承、健康の確保
等が図られるよう、自らの食について考える習慣や食に関する様々な知識と食を選
択する判断力を楽しく身に付けるための学習等の取組。

スクールソーシャル
ワーカー

児童・生徒が学校や日常生活で抱える悩みや問題に対して、家族や友人、学校、地域
等の周囲の環境に働きかけることで、子どもを支援していく専門職。

スタートアップ IoT、ＡＩなどの最先端の技術を活用し、新しい革新的なビジネスモデルを用いて急
成長をめざす企業のこと。

スーパーシティ構想 国家戦略特別区域法の一部改正により新たに設けられた制度で、「スーパーシティ」
とは、ＡＩやビッグデータなど先端技術を活用し、未来の生活を先行実現する「まる
ごと未来都市」を目指すもの。都市内の様々なサービスに共通に使用できるデータ基
盤を整備するとともに、大胆な規制改革等によって、複数の先端サービスを官民連携
により地域住民等に提供する。

性的マイノリティ レズビアン（女性の同性愛者）、ゲイ（男性の同性愛者）、バイセクシュアル（両
性愛者）、トランスジェンダー（心の性別と体の性別が違う人、性別に違和感を持
つ人）などの人の総称。

用 語 解 説

地域包括ケアシステム 高齢者が住み慣れた地域で自分らしい暮らしを続けられるよう、高齢者を支えるサ
ービスを地域で一体的に提供するシステムのこと。「住まい」「医療」「介護」「介
護予防」「生活支援」の要素で構成されている。

ＤＸ（デジタルトラン
スフォーメーション）

Digital Transformationの略。データやデジタル技術を活用して、顧客や社会のニー
ズを基に、製品やサービス、ビジネスモデルを変革するとともに、手続等を簡単・便
利にし、生産性を向上させ、仕事のやり方、業務そのものを変革すること。

ＤＶ（ドメスティック
バイオレンス）

Domestic Violenceの略。家庭内での暴力や攻撃的行動（家庭内暴力）という意味の
表現。

デマンド交通 利用者の事前予約に応じる形で運行経路や運行スケジュールをそれに合わせて運行す
る地域公共交通のこと。

た行

用 語 解 説

ファミリー・フレンド
リー企業

愛知県がワーク・ライフ・バランスの実現に取り組む企業を奨励し、その取組を広く
紹介するために設けている登録制度に登録されている企業で、社員が仕事と生活の調
和を図ることができるよう積極的に取り組んでいる企業。

フレイル 認知機能と身体機能が低下している状態のこと。口を介した身体の衰えのことをオー
ラル（口腔）フレイル（虚弱）という。

は行

用 語 解 説

日本六古窯 古来の陶磁器窯のうち、中世から現在まで生産が続く代表的な６つの窯（越前・瀬
戸・常滑・信楽・丹波・備前）の総称。1948(昭和23)年頃に古陶磁研究家・小山冨士
夫氏により命名され、2017(平成29)年に「日本遺産」に認定された。

な行



122

用 語 解 説

マイクロツーリズム 自宅から１時間から２時間圏内の地元または近隣への宿泊観光や日帰り観光のこと。

MICE 企業等の会議（Meeting）、企業等の行う報奨・研修旅行（インセンティブ旅行
（Incentive Travel））、国際機関・団体、学会等が行う国際会議（Convention）、
展示会・見本市、イベント（Exhibition/Event）の頭文字を使った造語で、これらの
ビジネスイベントの総称。

用 語 解 説

連結実質赤字比率 全ての会計の赤字や黒字を合算して、赤字の程度を指標化し、地方公共団体全体とし
ての運営の深刻度を示すもの。

６次産業化 農林水産事業者が生産（１次）、加工（２次）、販売（３次）まで一体的に取り組む
ことや、２次・３次事業者と連携して新商品やサービスを生み出すこと。

ら行

用 語 解 説

ワーク・ライフ・バラ
ンス

仕事（ワーク）と、育児や介護、趣味や学習、休養、地域活動といった生活（ライ
フ）との調和をとり、その両方を充実させる働き方・生き方のこと。

わ行

ま行

用 語 解 説

４Ｒ Refuse（リフューズ：断る）・Reduce（リデュース：減らす）・Reuse（リユース：
繰り返し使う）・Recycle（リサイクル：再利用する）の４つの行動について、英語
表記の頭文字となる４つのＲを取って「４Ｒ」と呼び、「資源循環型社会」を形成す
るために実施する行動のこと。

や行
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